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Ａ氏は，午前１時台に胸部付近が苦しい旨，午前５時台にトイレ

に行きたい旨を訴え，それぞれ看守勤務者を呼び出した。午前１時

台に，看守勤務者１名が，仰向けの状態のＡ氏の両手を引いてＡ氏

の上体を起こそうとした際，Ａ氏に対し，「（体を）起こして。重

たい。」などと発言したことがあった。 

Ａ氏が車椅子に乗る際，看守勤務者２名がＡ氏の両脇に腕を通し

て抱きかかえたが，Ａ氏の体を支えきれず，Ａ氏を車椅子の前の床

に下ろした。その後，看守勤務者４名が毛布を担架のようにしてＡ

氏の体を持ち上げて一旦ベッド上に戻し，看守勤務者３名が，それ

ぞれＡ氏の腰部，腹部，両脇を持って体を持ち上げ，車椅子に乗せ

た。 

Ａ氏は，午後３時台から，臨床心理士によるカウンセリングを受

けた（通訳あり。）。 

その後，午後５時台から，Ａ氏は，看護師によるリハビリテーシ

ョンで，マッサージなどを受けた（別紙６）。Ａ氏は，手掌を自己

の意思で開閉することはできたが，看護師により手足等を動かされ

た際には痛みを訴えた。また，Ａ氏は，看護師に対し，臨床心理士

に話ができたなどと述べ，翌日の外部医療機関（精神科）における

診療の際，医師に話したいことなどを看護師と確認した。Ａ氏は，

頭の中が電気工事をしているみたいに騒がしい，耳の奥で波の音が

して聞こえづらい，目がぼんやりしている，食事が少ししか食べら

れない，もう死んでもよいと思うときがあるといったことを話した

い旨を述べた。途中，看護師は，Ａ氏の唇が乾燥しているのに気付

き，Ａ氏の唇にクリームを塗った。看護師は，自身が作成するメモ

に，「毎日ごく軽度ずつではあるが，意欲が増えてきている。」な

どと記載した 6 2。 

午後７時台，ベッド上で座位となっていたＡ氏を仰向けに寝かせ

るため，看守勤務者１名がＡ氏の腰等を支え，もう１名が背もたれ

の買い物かごを移動させた際，看守勤務者１名が「重いよ。」など

と発言したことがあった 6 3。 

                                                 
6 2  Ａ 氏 が 膀 胱 炎 だ っ た の で は な い か と の 指 摘 が さ れ た こ と が あ る と こ ろ ，調 査 チ ー
ム の 調 査 で ， ３ 月 ３ 日 の リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 際 に ， 看 護 師 が ， Ａ 氏 に 対 し ， 以 前
に 膀 胱 炎 に な っ た こ と が あ る か を 尋 ね て い た こ と が 判 明 し た 。 看 護 師 は ， 調 査 チ ー
ム の 聴 取 に 対 し ， Ａ 氏 の 尿 回 数 が 少 な く 膀 胱 炎 に な る 可 能 性 が あ る と 考 え 質 問 し た
も の で あ り ， Ａ 氏 は ， 膀 胱 炎 に な っ た こ と は な い と 答 え た 旨 を 述 べ て い る 。  
6 3  そ の 他 ，３ 月 ２ 日 か ら 同 月 ３ 日 に か け て ，看 守 勤 務 者 が Ａ 氏 の 体 勢 を 変 え よ う と
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